
南海トラフ地震臨時情報
南海トラフ地震臨時情報とは

「南海トラフ地震臨時情報」発表時に取るべき対応

南海トラフ地震が発生したら…

南海トラフ地震臨時情報は、南海トラフ地震の想定震源域内で異常な現象が観測され、地震発生の可能
性が相対的に高まっていると評価された場合などに気象庁から発表される情報です。南海トラフ地震臨
時情報（巨大地震警戒）等が発表された場合には、南海トラフ地震津波特別対策強化地域である津久見
市の沿岸部にお住まいの方は1週間程度の事前避難の必要性が高まります。事前避難対象地域外の浸
水想定区域であっても、地震発生後の避難では間に合わない可能性がある場合等は、浸水想定区域外
の避難所や知人宅等に移動し、1週間の事前避難を推奨しています。

「南海トラフ地震臨時情報」発表時に取るべき防災対応の例
地震の揺れや津波・土砂災害等も想定し、「身の安全の確保」に関する防災対応の例示を追加。

地震発生から
最短2時間後

（最短）2時間程度

1週間（※）

※通常とは異なるゆっくりすべりが観測された場合は、すべりの変化が収まってから変化していた期間と概ね同程度の期間が経過したときまで

2週間

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報
（調査終了）

要配慮者を考慮し、
事前避難を実施

●大規模地震発生の可能性がな
くなったわけではないことに留
意しつつ、地震の発生に注意
しながら通常の生活を行う。

●大規模地震発生の可能性がな
くなったわけではないことに留
意しつつ、地震の発生に注意
しながら通常の生活を行う。

●大規模地震発生の可能性がな
くなったわけではないことに留
意しつつ、地震の発生に注意
しながら通常の生活を行う。

●すぐに避難できる
服装（外着・防寒
着の着用）

●子どもや高齢者
等、要配慮者と同
室で就寝

●室内で最も安全
かつ避難しやす
い部屋の使用

●準備しておいた非常時持ち出し品を日中
は常時携帯、就寝時は枕元に置いておく

●身分証明書や貴重品も常時携帯

●携帯電話の緊急情報を取得できる端末
の音量を平時よりも上げておく

●ラジオや防災行政無線の受信機等を日
頃生活する空間に配置

●日頃からの地震への備えの　
　再確認
●揺れを感じたら直ぐに避難
　できる準備

●日頃からの地震への備えの　
　再確認
●揺れを感じたら直ぐに避難
　できる準備

●日頃からの地震への備えの　
　再確認
●揺れを感じたら直ぐに避難
　できる準備
●地震発生後の避難では間に
　合わない可能性のある
　住民は事前避難

非常用袋や
ヘルメットを
常時携帯

寝るときは枕元に
はきなれた靴を
置いておく

揺れを感じたら直ぐに避難できる態勢の準備
すぐに避難できる態勢で就寝 非常時持ち出し品の準備 緊急情報の取得体制の確保

●耐震性の低い建物には近づかない
●先発の地震で損壊した建物等に　　　　

近づかない
●倒れやすいブロック塀等に　　　　　　

近づかない

●津波浸水や土砂崩れのおそれがある場
所にはできるだけ近づかない

●屋内のできるだけ
安全な場所・部屋で
生活

●自宅の安全性に不
安がある場合は、
親戚宅や知人等へ
の避難も検討

想定されるリスクからの身の安全の確保
揺れによる倒壊への備え 津波・土砂災害等への注意 屋内での安全の確保

印鑑 健康保険証
（コピーでも可）

身分証明書
（コピーでも可）現金 インターネット

ラジオ
SNS

ニュース
サイト

ホーム
ページ

いつでも
聞こえるように
音量を大きくする。

土砂崩れが
起きそうな
場所

緊急地震速報
○△で地震発生。
強い揺れに備えて
ください（気象庁）
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地震発生後の防災対応の流れ
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※１　想定震源域のプレート境界で M8.0 以上の地震が発生
※２　想定震源域、またはその周辺で M7.０以上の地震が発生（ただし、プレート境界の M8.0 以上の地震を除く）
※３　住民が揺れを感じることがない、プレート境界面のゆっくりとしたずれによる地殻変動を観測した場合など

南海トラフの想定震源域またはその周辺で
M6.8以上の地震が発生

南海トラフの想定震源域のプレート境界面で
通常とは異なる

ゆっくりすべりが発生した可能性
発生から５分～30分後

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

プレート境界の
M8.0以上の地震（※1）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報
（調査終了）

M7.0以上の
地震（※2）

ゆっくりすべり
（※3） それ以外

防災対応をとる必要あり 必要なし

●日頃からの地震への備えを
再確認する等

●津波からの避難が間に合わ
ない一部の地域では引き続
き１週間避難を継続

●日頃からの地震への備えを
再確認する等

●地震の発生に注意しながら通常の生活を送る。
　ただし、大規模地震が起きる可能性がなくなったわけではないことに留意

●地震の発生に注意しながら
通常の生活を送る。

　ただし、大規模地震が起き
る可能性がなくなったわけ
ではないことに留意

●日頃からの地震への備えを
再確認する等

●通常の生活。ただし、
大規模地震が起きる可
能性がなくなったわけ
ではないことに留意

国からの
呼びかけ等に
従って行動を

・警戒措置を解除し、さらに1週間、
 地震への注意措置をとる。
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通勤・通学

通勤・通学

散歩

※気象庁ホームページより一部を抜粋、編集して掲載
※内閣府ホームページより一部を抜粋、編集して掲載
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